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渓
水
寮
の
ホ
ー
ル
に
石
原
謙
先
生
と
大
島
正
隆
先
生
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た
。
石
原
先
生
の
写
真
は
正
面
暖
炉
の
上
に
、
ま
た
、
大
島
先
生
の
写
真
は

台
所
に
通
じ
る
ド
ア
の
上
に
飾
っ
て
あ
っ
た
。
寮
生
は
そ
の
下
で
朝
拝
を
し
、

食
事
を
し
、
諸
集
会
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
島
先
生
に
つ
い
て
は

寮
の
関
係
者
か
ら
、
国
史
学
を
専
攻
し
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
秀
才
で
あ
っ
た
が

惜
し
く
も
早
世
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
二
高
時
代
に
治
安
維
持
法
違
反

に
問
わ
れ
検
挙
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
ど
を
伺
っ
た
程
度
で
、

詳
し
い
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
学
生
・
院
生
時
代
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
、
す
で
に
東
北
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
、

東
北
学
院
大
学
教
授
に
就
任
し
て
お
ら
れ
た
恩
師
の
伊
東
信
雄
先
生（
考
古
学
）

に
離
仙
の
挨
拶
を
し
よ
う
と
ご
自
宅
を
訪
ね
た
。
そ
の
と
き
、
私
が
基
督
教
青

年
会
館
に
六
年
間
い
た
と
い
う
話
を
す
る
と
、
先
生
と
き
よ
め
夫
人
は
意
外
に

思
わ
れ
た
ご
様
子
だ
っ
た
。
大
島
先
生
を
よ
く
ご
存
知
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
八
月
、
東
北
大
学
教
養
部
に
お
ら
れ
た
渡
部

治
雄
先
生
を
訪
ね
た
と
き
、国
史
学
専
攻
の
先
輩
で
あ
る
入
間
田
宣
夫
先
生（
東

北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
に
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
。
入
間
田

先
生
は
「
伊
東
先
生
と
一
緒
に
大
島
正
隆
の
遺
稿
集
を
ま
と
め
て
い
る
最
中
で

す
。
寮
に
飾
っ
て
あ
る
写
真
を
い
ず
れ
借
り
に
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
。
大

島
は
す
ご
い
人
で
す
よ
。
短
期
間
で
あ
れ
だ
け
の
功
績
を
残
し
た
わ
け
で
す
か

ら
。
舌
を
巻
き
ま
す
ね
」
と
感
心
し
て
い
た
。 

翌
年
四
月
、
伊
東
先
生
は
不
帰
の
人
と
な
ら
れ
た
。
私
は
奥
様
宛
に
伊
東
先

生
に
つ
い
て
の
思
い
出
を
綴
っ
た
弔
電
を
送
っ
た
が
、
そ
の
七
年
後
の
平
成
六

年(

一
九
九
四)

、
奥
様
か
ら
思
い
が
け
ず
手
紙
と
大
島
正
隆
著
『
東
北
中
世
史

の
旅
立
ち
』
（
そ
し
え
て
、
一
九
八
七
）
が
送
ら
れ
て
き
た
。
七
回
忌
に
際
し

て
私
の
話
を
思
い
出
し
て
こ
の
本
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
が
、

お
手
紙
に
よ
る
と
そ
う
で
は
な
く
、
東
北
大
学
文
学
部
同
窓
会
名
簿
に
東
北
大

学
基
督
教
青
年
会
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
の
こ
と
だ
と
い
う
。
以
下
、
大

島
先
生
に
つ
い
て
書
か
れ
た
お
手
紙
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

「
戦
前
左
翼
の
運
動
を
な
さ
っ
て
い
て
、
旧
制
二
高
を
退
学
な
さ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
後
、
主
人
の
勧
め
で
文
検
を
受
け
ら
れ
て
文
学
部
に
入
ら
れ
、
国

史
を
専
攻
さ
れ
た
方
で
す
。
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
ご
家
庭
の
ご
長
男
で
実

に
立
派
な
方
で
し
た
。
主
人
が
な
く
な
っ
た
時
も
私
は
、
大
島
さ
ん
が
生
き
て

い
て
下
さ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
、
と
一
人
で
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
本

は
大
島
さ
ん
を
世
に
紹
介
す
る
た
め
の
本
で
す
が
、
主
人
は
最
後
の
校
正
を
見

ず
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
戦
後
、
考
古
学
ブ
ー
ム
で
忙
し
く
て
大
島
さ
ん
の

業
績
紹
介
を
す
る
暇
が
な
か
っ
た
こ
と
を
申
訳
な
く
思
っ
て
い
て
、
大
島
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
て
四
十
年
の
記
念
会
の
後
、
国
史
の
お
弟
子
様
方
の
お
手
伝
い

を
う
け
て
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
出
版
を
見
ず
に
終
わ
っ
た
も
の

で
す
。
」 

お
手
紙
に
は
、
河
北
新
報
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
六
月
二
十
二
日
号

と
社
会
新
報
同
年
七
月
三
十
一
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
の
コ
ピ
ー
が
添
え
ら

れ
て
い
た
。
河
北
新
報
の
書
評
は
、
本
書
編
集
者
の
解
説
を
要
約
し
た
内
容
で

あ
る
の
で
特
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
新
報
の
書
評
で
、｢

大
河
ド
ラ
マ



 310 

『
独
眼
流
正
宗
』
人
気
は
様
ざ
ま
な
〝
歴
史
書
〟
を
発
刊
さ
せ
て
い
る
が
、
も

し
テ
レ
ビ
の
影
響
で
本
書
が
ま
と
め
ら
れ
る
契
機
を
作
っ
た
と
す
れ
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
功
績
は
大
き
い
」
と
書
い
て
あ
る
の
は
妥
当
な
指
摘
と
は
い
え
な
い
。
本
書

は
、
テ
レ
ビ
の
大
河
ド
ラ
マ
が
契
機
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
島
先
生
が
大
学
に
入
学
し
た
年
に
同
大
学
文
学

部
講
師
（
考
古
学
担
当
）
に
就
任
し
て
親
交
を
も
た
れ
た
伊
東
先
生
が
、
晩
年
、

よ
う
や
く
念
願
の
論
文
集
成
に
着
手
す
る
余
裕
を
持
た
れ
た
の
が
、
た
ま
た
ま

〝
正
宗
ブ
ー
ム
〟
の
時
期
に
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

ド
ラ
マ
の
骨
格
を
な
す
歴
史
研
究
が
大
島
先
生
に
よ
っ
て
す
で
に
な
さ
れ
て
い

た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
社
会
新
報
の
書
評
も
、
「
多
く
出
さ
れ
た
正
宗
類

書
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
歳
月
に
耐
え
つ
づ
け
て
い
く
の
は
本
書
を
お
い
て
他

に
な
い
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、
本
書
「
ま
え
が
き
」
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
あ
る
。 

「
本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
た
の
は
、
入
間
田
宣
夫
、
遠
藤
巌
、
大
石
直
正
、

小
林
清
治
に
伊
東
信
雄
の
五
人
で
あ
る
。
伊
東
を
除
い
て
、
他
の
四
人
は
生
前

の
大
島
を
知
ら
な
い
が
、
（
中
略
）
研
究
を
す
す
め
る
過
程
で
大
島
の
論
文
に

出
会
い
、
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
家
を
現
代
に
よ

み
が
え
ら
せ
た
い
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
」 

こ
の
本
に
は
、
大
島
先
生
の
実
弟
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
大
島
智
夫
教
授

が
書
か
れ
た
「
茨
の
冠
―
大
島
正
隆
の
生
涯
―
」
（
高
橋
三
郎
主
筆
『
十
字
架

の
言
』
二
五
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
）
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、 大

島
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
三
月
五
日
、
台
湾
総
督
府
研
究
所
技

師
正
満
・
令
子
の
長
男
と
し
て
台
北
で
生
ま
れ
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

四
月
第
二
高
等
学
校
理
科
一
組
に
入
学
、
山
岳
部
で
活
躍
し
た
だ
け
で
な
く
、

社
会
主
義
運
動
に
も
情
熱
を
燃
や
し
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
満
州
事
変

勃
発
後
、
東
北
地
方
は
不
況
の
ど
ん
底
に
陥
っ
た
が
、
そ
れ
を
紛
ら
わ
す
た
め

「
満
州
こ
そ
日
本
の
生
命
線
」
と
宣
伝
す
る
指
導
層
に
反
感
を
抱
く
二
高
生
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
と
右
翼
学
生
と
の
対
立
が
暗
々
裏
に
激
し

く
な
り
、
学
校
側
は
右
翼
学
生
の
肩
入
れ
を
し
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

校
友
会
理
事
選
挙
に
学
校
側
が
干
渉
、
こ
れ
を
弾
劾
す
る
学
生
た
ち
が
ス
ト
ラ

イ
キ
に
入
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
そ
の
も
の
は
年
内
に
解
除
さ
れ
た
が
、
翌
年
一

月
、
特
別
高
等
警
察
は
ス
ト
ラ
イ
キ
責
任
者
・
扇
動
者
と
し
て
学
生
十
二
人
を

治
安
維
持
法
違
反
の
疑
い
で
検
挙
し
た
。
大
島
は
そ
の
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
学
校
側
は
即
刻
十
二
名
を
退
学
処
分
に
し
た
。
や
が
て
十
名
は
保
釈

と
な
っ
た
が
、
大
島
ほ
か
一
名
は
未
決
拘
留
さ
れ
た
。
留
置
場
で
は
言
語
に
絶

す
る
拷
問
が
加
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
島
は
仲
間
の
不
利
に
な
る
こ

と
は
一
切
自
白
し
な
か
っ
た
。
本
人
は
一
言
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
こ

と
は
な
い
が
、
保
釈
も
ら
い
下
げ
に
出
向
い
た
叔
父
が
看
守
か
ら
聞
い
た
話
だ

と
い
う
。 

後
年
、
先
生
は
母
親
が
獄
舎
に
新
約
聖
書
を
差
し
入
れ
た
日
こ
そ
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
る
記
念
す
べ
き
日
と
な
っ
た
と
、母
親
宛
の
葉
書
で
回
顧
し
て
い
る
。

同
年
中
に
公
判
が
開
始
さ
れ
、
執
行
猶
予
で
釈
放
さ
れ
た
と
は
い
え
、
山
岳
部

で
鍛
え
た
身
体
は
見
る
影
も
な
く
や
せ
衰
え
て
い
た
と
い
う
。 

「
茨
の
冠
」
の
末
尾
に
伊
東
先
生
が
次
の
よ
う
に
書
き
添
え
て
い
る
。 

｢

大
島
の
家
庭
は
模
範
的
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
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た
。
そ
れ
は
札
幌
農
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
で
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
直
接
の
教

え
を
う
け
た
祖
父
正
健
に
は
じ
ま
る
。
内
村
鑑
三
の
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督

教
徒
と
な
り
し
乎
』
に
〝
耶
蘇
坊
主
〟
Ｏ
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
正
健

で
あ
っ
て
、
同
期
生
中
も
っ
と
も
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
、
札
幌
農
学

校
卒
業
後
は
母
校
の
助
教
授
、
教
授
と
な
り
、
札
幌
独
立
教
会
を
創
設
し
て
、

そ
の
牧
師
と
な
っ
た
ひ
と
で
あ
る
。
」 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
、
塚
本
虎
二
の
聖
書
講
義
集
会
、
ギ
リ
シ
ャ
語
研

究
会
に
参
加
し
、
ま
た
、
柳
田
国
男
に
師
事
し
民
俗
学
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
翌
年
、
文
部
省
教
員
検
定
試
験
に
合
格
す
る
。
同
年
四
月
東

北
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
入
学
し
、
国
史
学
を
専
攻
、
古
田
良
一
教
授
、
喜
田

貞
吉
講
師
に
師
事
す
る
。
ま
た
、
同
大
学
基
督
教
青
年
会
で
石
原
謙
教
授
の
薫

陶
を
受
け
る
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
に
東
北
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、

四
月
同
大
学
国
史
研
究
室
副
手
と
な
る
。
こ
の
間
に
東
北
地
方
の
山
海
の
民
俗

に
関
す
る
文
章
を
書
い
て
い
る
。
い
ま
エ
ス
ノ
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
分
野
で

注
目
さ
れ
て
い
る
マ
タ
ギ
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。 

「
ま
え
が
き
」
に
は
、
「
山
を
愛
し
、
無
教
会
派
の
基
督
教
徒
と
し
て
神
を

信
じ
、
人
を
愛
し
た
こ
の
青
年
の
人
柄
と
す
ぐ
れ
た
才
能
は
、
彼
に
接
す
る
人

を
惹
き
つ
け
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
治
安
維
持
法
違
反
と
い
う
、
当
時
と
し

て
は
決
定
的
な
前
歴
に
も
拘
ら
ず
東
北
帝
国
大
学
に
入
学
で
き
た
の
は
、
当
時

の
法
文
学
部
長
石
原
謙
教
授
の
理
解
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
」と
あ
る
。

大
島
先
生
が
歴
史
学
を
志
す
に
い
た
っ
た
の
は
、
柳
田
国
男
の
民
俗
学
と
の
出

会
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
が
、こ
の
時
代
に
社
会
主
義
運
動
を
行
い
、

弾
圧
を
う
け
て
挫
折
を
味
わ
っ
た
人
た
ち
に
は
、柳
田
の
民
俗
学
に
心
を
寄
せ
、

常
民
の
生
活
と
心
の
探
求
を
志
し
た
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
。 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か
ら
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
の
間
に
発

表
さ
れ
た
「
飯
豊
・
朝
日
の
猟
人
達
」｢

飯
豊
山
と
太
与
治
の
こ
と
」(

『
山
小

屋
』
三
八
～
四
〇
、
四
三)

、
「
長
者
ヶ
原
雑
記
」(

『
仙
台
郷
土
研
究
』
七
―

一
二
）
は
、
い
か
に
も
登
山
に
熱
中
し
た
人
ら
し
い
み
ず
み
ず
し
い
感
性
と
洞

察
力
で
書
か
れ
て
い
る
。
大
島
先
生
は
、
文
書
に
よ
る
歴
史
研
究
に
先
ん
じ
て

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
る
民
俗
研
究
を
こ
な
し
て
お
ら
れ
た
。
私
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
重
ん
じ
る
考
古
学
を
専
攻
し
、
最
近
は
民
族
考
古
学
的
な
研
究
に

傾
斜
し
て
い
る
だ
け
に
、
本
書
を
読
ん
で
専
門
的
に
も
大
島
先
生
へ
の
関
心
を

深
め
た
の
で
あ
る
。
本
書
掲
載
「
大
島
の
学
問
に
つ
い
て
」
（
小
林
・
大
石
・

入
間
田
）
は
、
飯
豊
山
麓
の
長
者
ヶ
原
に
お
け
る
半
猟
・
半
農
の
自
治
共
同
体

に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
ま
こ
と
に
大
き
い
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。 

｢

第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
東
北
農
村
史
の
研
究
が
こ
の
大
島
の
論
考
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
よ
り
大
き
な
稔
り
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
く
な
く
と
も
、
中
世
農
村
史
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
、

そ
の
感
が
強
い
。
」 

大
学
を
卒
業
し
た
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
、
大
島
先
生
の
学
問
的
関

心
が
民
俗
学
か
ら
狭
義
の
歴
史
学
へ
と
移
っ
て
い
く
（
卒
業
論
文
「
仙
台
領
農

村
の
成
立
展
開
過
程
」
）
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
発
表
さ
れ
た
「
海

上
の
神
火
」
（
『
文
化
』
六
―
七
）
は
、
前
年
に
行
わ
れ
た
柳
田
国
男
の
海
村

調
査
に
参
加
し
、
島
根
県
隠
岐
島
や
岩
手
県
九
戸
郡
の
海
村
で
民
俗
調
査
を
行

っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
が
、
単
に
山
か
ら
海
に
眼
が
転
じ
た
だ
け
で
は
な



 312 

い
。
隠
岐
島
の
焼
火
（
タ
ク
ヒ
）
信
仰
が
日
本
海
海
運
の
発
展
に
と
も
な
っ
て

津
軽
、
さ
ら
に
は
松
島
湾
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
追
求
さ
れ
て
い
て
、
海
上
の

神
火
を
日
本
海
海
運
史
と
の
関
連
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
伺
わ
れ
る
。

民
俗
調
査
の
成
果
を
歴
史
的
に
解
釈
す
る
場
合
、
そ
の
解
釈
・
仮
説
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
歴
史
学
的
方
法
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
族

学
を
考
古
学
に
援
用
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
）
。
こ
の
論
考
の
末
尾
に
述
べ

ら
れ
た
「
一
国
民
俗
学
の
限
界
」
は
世
界
的
視
野
に
よ
る
民
族
学
に
比
較
し
て

の
発
言
で
あ
る
が
、
歴
史
研
究
と
し
て
の
民
俗
学
の
方
法
的
限
界
に
つ
い
て
も

大
島
先
生
は
自
覚
し
て
お
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

に
秋
田
家
文
書
の
整
理
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
文
献
史
学
の
真
髄

を
体
験
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
中
世
史
研
究
に
ひ
た
す
ら
進
む
こ
と
を
決

定
づ
け
た
と
い
え
よ
う
。 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
か
ら
基
督
教
青
年
会
寄
宿
舎
に
入
り
、
後

輩
の
指
導
に
あ
た
る
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三
年
の
間
に
、
東
北
地
方
の
中
世
史

に
関
す
る
珠
玉
の
論
文
六
編
を
発
表
、
未
発
表
原
稿
一
編
を
残
し
た
。 

「
大
島
の
学
問
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
鎌
倉
時
代
の
奥
州
留
守
氏
―
幕

府
奥
羽
統
治
の
一
考
察
―
」(

『
文
化
』
九
―
九
、
一
九
四
一
）
は
、
第
二
次
大

戦
後
、
石
井
進
先
生
に
よ
っ
て
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
、
幕
府
と
国
衙
の
関
係

に
つ
い
て
の
研
究
の
先
駆
を
な
し
、
徹
底
し
た
史
料
批
判
と
歴
史
認
識
の
深
さ

を
示
し
て
い
る
。
発
表
誌
の
関
係
も
あ
っ
て
、
国
衙
・
国
衙
領
な
ら
び
に
在
地

領
主
の
研
究
関
係
で
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
分
野
の
古
典
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
「
奥
州
留
守
氏
考
―
留
守
系
譜
と
余
目
記
録

を
中
心
に
―
」
（
『
仙
台
郷
土
研
究
』
一
三
―
四
、
一
九
四
二
）
で
は
手
堅
い

系
譜
考
証
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
論
は
現
在
も
通
説
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し

か
も
、
系
譜
考
証
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
留
守
氏
内
部
の
伊
達
派
と
大
崎
派
の

対
立
、
伊
達
氏
の
入
嗣
強
行
の
史
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
歴
史
を
一

方
的
に
勝
者
の
側
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、
敗
者
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
隠

れ
て
い
た
権
力
闘
争
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
姿
勢
が
、
こ
の
論
文
に

お
い
て
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。 

｢

奥
羽
に
於
け
る
近
世
大
名
領
成
立
の
一
過
程
―
最
上
義
光
と
伊
達
政
宗

―
」(

『
文
化
』
八
―
二
、
一
九
四
一)

、｢

北
奥
大
名
領
成
立
過
程
の
一
断
面
―

比
内
浅
利
氏
を
中
心
と
す
る
考
察
―
」(

『
喜
田
博
士
追
悼
記
念
国
史
論
集
』
一

九
四
二)

、｢

伊
達
政
宗
の
小
田
原
参
陣
」(

未
発
表
）
な
ら
び
に
「
慶
長
五
年
の

奥
羽
諸
侯
―
関
ヶ
原
役
の
歴
史
的
意
義
―
」
（
歴
史
地
理
』
八
二
―
五
・
六
、

一
九
四
三
）
は
、
い
ず
れ
も
戦
後
十
五
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
よ
う
や
く
継
承

論
文
が
現
れ
る
ほ
ど
の
先
駆
性
を
備
え
て
い
た
。
最
後
の
発
表
と
な
っ
た
「
慶

長
五
年
の
奥
羽
諸
侯
」
は
、
大
島
先
生
が
既
発
表
論
文
に
お
い
て
手
が
け
た
諸

侯
の
動
向
を
集
約
し
、
奥
羽
の
中
小
諸
侯
が
中
央
権
力
の
圧
力
を
借
り
て
初
め

て
近
世
的
な
支
配
体
系
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
理
論
的
到
達
点
を
示

し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
藩
制
史
研
究
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
視
座
が
、

実
に
二
十
年
早
く
大
島
先
生
に
よ
っ
て
見
す
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

昭
和
十
六
年(

一
九
四
一)

、
指
導
教
授
古
田
良
一
先
生
の
名
義
で
発
表
さ
れ

た
「
秋
田
家
文
書
に
よ
る
文
禄
・
慶
長
初
期
北
国
海
運
の
研
究
」
（
『
社
会
経

済
史
学
』
一
一
―
三
・
四
）
は
、
大
島
先
生
の
論
文
の
な
か
で
最
も
よ
く
知
ら

れ
、
か
つ
引
用
さ
れ
て
き
た
。
秋
田
家
文
書
と
い
う
の
は
、
福
島
県
三
春
の
旧

藩
主
秋
田
子
爵
家
の
文
書
を
指
し
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
東
北
帝
国
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大
学
に
寄
託
さ
れ
、
奥
羽
史
料
調
査
部
に
お
い
て
整
理
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
そ
の
う
ち
の
海
運
関
係
史
料
を
中
心
に
近
世
初
期
北
国

海
運
の
一
端
を
考
察
し
て
い
る
。
末
尾
に
は
、
「
本
論
文
は
文
部
省
精
神
科
学

研
究
奨
励
費
の
補
助
に
よ
る
研
究
で
あ
っ
て
、
便
宜
上
予
の
名
を
以
て
発
表
し

た
が
、
余
は
唯
研
究
の
大
綱
と
方
針
を
指
示
し
た
の
み
で
、
文
学
士
大
島
正
隆

君
の
努
力
に
よ
り
纏
め
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

本
書
が
編
集
者
以
外
に
学
会
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
客
観

的
に
示
す
文
献
に
つ
い
て
、
入
間
田
先
生
に
ご
教
示
願
っ
た
と
こ
ろ
、
石
井
進

先
生
に
よ
る
新
刊
紹
介
（
史
学
雑
誌
九
六
―
一
二
、
一
九
八
七
）
と
網
野
善
彦

先
生
に
よ
る「
あ
る
歴
史
家
の
生
涯
―
大
島
正
隆『
東
北
中
世
史
の
旅
立
ち
―
』」

（
『
列
島
の
文
化
史
』
六
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
九
）

の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

石
井
先
生
は
、
大
島
先
生
の
卒
業
論
文
に
お
い
て
、
「
民
俗
学
と
歴
史
学
が

い
か
な
る
展
開
を
見
せ
た
の
か
、
大
い
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
点
で
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
本
書
で
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
も
同

じ
感
想
を
も
っ
た
が
、
入
間
田
先
生
の
お
手
紙
に
よ
れ
ば
、
大
島
先
生
が
矢
内

原
忠
雄
先
生
に
献
呈
し
た
卒
論
を
二
年
ほ
ど
前
に
入
手
し
、
東
北
大
学
図
書
館

に
収
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
今
後
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
学
史
的
な
検

討
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
書
評
の
末
尾
に
お
い
て
、｢

石
母

田
正
氏
は
大
島
氏
と
二
高
入
学
は
同
年
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
、
校
友
会
雑
誌

に
発
表
し
た
論
文
に
よ
っ
て
雑
誌
は
発
売
禁
止
、
石
母
田
氏
は
無
期
停
学
処
分

を
受
け
た
。
そ
の
後
の
石
母
田
氏
の
学
問
と
大
島
氏
の
学
問
と
を
比
較
し
つ
つ

本
書
を
ひ
も
と
く
こ
と
も
一
つ
の
読
み
方
で
あ
ろ
う
」
と
、
興
味
深
い
提
案
を

し
て
い
る
。 

網
野
先
生
は
、
書
評
の
中
ほ
ど
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
歴
史
学
の

研
究
に
即
し
て
い
え
ば
、
奥
州
留
守
氏
に
関
連
し
て
、
早
く
も
伊
東
に
よ
る
岩

切
城
址
、
東
光
寺
境
内
の
板
碑
群
な
ど
の
考
古
学
的
な
発
掘
成
果
に
着
眼
し
て

い
る
点
、
系
譜
、
家
伝
、
伝
承
的
な
記
録
を
縦
横
に
駆
使
し
、
江
戸
時
代
に
入

っ
て
か
ら
の
記
録
を
も
渉
猟
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
在
も
な
お
文
献
史
学
が

十
分
に
消
化
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
諸
資
料
を
大
島
は
広
く
と
り
あ
げ
、
そ

の
歴
史
像
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
俗
学
の
調
査
に
つ
い
て
み
て
も
、
田

畑
、
山
、
海
、
川
、
温
泉
等
、
村
人
の
生
活
そ
の
も
の
の
多
様
な
姿
に
、
こ
だ

わ
り
の
な
い
目
を
向
け
た
大
島
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
恐
ら
く
こ
の
種
の
民
俗
誌
と

し
て
、
群
を
抜
く
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
。
中
世

遺
跡
に
つ
い
て
も
大
々
的
な
発
掘
調
査
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
現
在
、
ま

さ
に
大
島
先
生
の
視
野
と
視
座
、
厳
密
さ
と
的
確
さ
、
総
合
力
と
叙
述
力
な
ど

が
歴
史
研
究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
中
国
・
朝
鮮
の
渤
海
国
遺
跡
視
察
旅
行
に
出

か
け
た
が
、
帰
国
後
、
健
康
を
害
し
、
九
月
以
降
、
千
葉
県
勝
浦
に
転
地
療
養
。

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
二
日
、
療
養
先
に
お
い
て
三
十
四
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。 

渤
海
使
節
を
接
待
し
た
客
院
跡
の
候
補
地
、
石
川
県
富
来
町
福
浦
港
で
、
私

は
縄
文
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大
島
先
生
が
戦
後

も
ご
健
在
だ
っ
た
な
ら
ば
、
研
究
対
象
を
古
代
に
ま
で
広
げ
、
い
ま
流
行
の
渤

海
国
研
究
に
も
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

大
島
先
生
よ
り
も
一
歳
年
上
の
伊
東
先
生
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

四
月
に
第
二
高
等
学
校
文
科
乙
類
に
入
学
、
大
島
先
生
が
同
高
等
学
校
に
入
学
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し
た
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
（
国
史
学
専

攻
）
に
入
学
さ
れ
た
が
、
伊
東
先
生
も
二
高
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
大
島
先
生
が
療
養
・
逝
去
さ
れ
た
前
後
に
伊
東
先
生
も
肺
結
核
の
た

め
東
北
大
学
付
属
病
院
に
入
院
（
一
九
四
二
～
四
三
年)

、
昭
和
十
九
年(

一
九

四
四)

四
月
に
大
島
先
生
の
ご
尊
父
正
満
氏
を
仙
台
に
迎
え
て
行
わ
れ
た
追
悼

式
の
二
ヵ
月
後
に
再
入
院
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
は
胸
郭
成
形
手

術
を
受
け
て
お
ら
れ
る(
「
伊
東
信
雄
先
生
年
譜
」
『
伊
東
信
雄
先
生
追
悼
考
古

学
古
代
史
論
攷
』
一
九
九
九)
。
晩
年
に
至
る
ま
で
、
伊
東
先
生
の
胸
中
に
は
、

夭
折
し
た
旧
友
に
対
す
る
言
い
尽
く
し
が
た
い
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
四
日
生
ま
れ
の
私
は
生
後
百
日
目
に
Ｂ
二

九
編
隊
に
よ
る
爆
撃
を
「
体
験
」
し
、
生
家
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
毎
年
八
月
十

五
日
に
開
催
さ
れ
る
終
戦
記
念
の
回
数
は
、
私
の
年
齢
で
も
あ
る
。
父
親
よ
り

も
一
歳
年
上
の
大
島
先
生
が
天
に
召
さ
れ
た
の
は
、
私
が
生
ま
れ
る
前
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
、
歴
史
教
科
書
・
靖
国
参
拝
・

有
事
法
制
問
題
で
揺
れ
る
昨
今
、
大
島
先
生
が
、
国
家
の
過
ち
の
犠
牲
に
な
っ

て
命
を
縮
め
な
が
ら
も
、
徹
底
し
た
史
料
批
判
と
歴
史
認
識
に
よ
っ
て
中
世
史

研
究
に
先
駆
的
な
業
績
を
残
さ
れ
た
、
そ
の
生
き
方
を
顧
み
る
こ
と
に
深
い
現

代
的
意
義
を
感
じ
る
。 

 
 
 


